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26 年度から 28年度までの 3 か年調査です。 
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年 12 月 24 日生まれ，1951 年 5 月 26 日に亡くな
ったという内容が記されています（原文：EDWIN 
PARKER OF PETERSBOROUHG ENGLAND BORN 
24 DEC 1882 DIED 26 MAY 1951 AND KUME HIS 
WIFE）。墓碑の左側面にはエドウィン・パーカーと
カタカナで書かれており，右側面には昭和 29年に
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で抑留されていないと推察されます。 
写真 15 
 
写真 16 
 
この県を平成 26 年に受け入れた博物館実習の
学生と一緒に調査をしました。長崎新聞社の記者
の方から長崎市内に在住している萩原ツル氏を紹
介していただき，学生と一緒に聞き取りに行きま
した。萩原氏は幼いころからパーカー夫妻と家族
ぐるみの付き合いをされていました。萩原氏のご
両親も国際結婚で，両親の仲を取り持ったのもパ
ーカー夫妻だとのことでした。聞き取りによると，
エドウィン氏は石油関係の仕事でビルマ（現在の
ミャンマー）に滞在していた時に家のメイドとし
て働いていたクメ氏と出会って結婚したそうです。
二人に子はなく猫を飼っていたということが印象
に残っているとのことです。私はおそらく写真に
写っていたあの猫のことだろうと感じました。リ
タイアしたエドウィン氏はクメ氏の祖国日本で暮
らすことにして大浦町の 29番地に住んで，戦争が
始まる前までは活水に通う学生に英語を教えてい
たそうです。戦時抑留について，萩原氏はご両親
と共に佐賀小城の抑留所におられたためクメ氏が
どういう暮らしぶりだったのかわからないとのこ
とでした。そして，戦後割と早い時期に亡くなら
れたのでその思い出もあまり覚えていない。その
ようなお話をお聞きすることができました。 
雑駁な話になりましたが，米軍は何故この夫妻
に，どのようにして辿り着いたのか，なぜこのよ
うな写真を撮影したのかといった背景はわかって
いません。文献的な資料，例えばショットリスト
のような物があれば判明しますが，資料の存否も
わかりませんし，存在するとすればまだたどり着
いていないという状況です。 
原爆に被爆した家というキャプションに導かれ
てこの写真の調査を始めましたが，調べてみると
エドウィン氏は被爆してなかったという事実が明
らかになりました。文献に詳しい記述はありませ
んが，聞き取り調査の中で，外国で出会い国際結
婚した夫婦が来日したものの，戦争により抑留と
いう形で別居をせざるを得なくなったこと，しか
し戦争が終わり被爆した長崎の街で妻と再会し，
現在は夫婦で坂本国際墓地で眠っていることなど
が浮かび上がります。 
結果として原爆資料調査の本題から逸れました
が，これもまた長崎の戦中戦後の歴史としては重
要な，特徴的な歴史ではないかと思っています。
市の調査の副次的な産物としてこのような資料に
出会うことができました。 
このような経験は，「被爆地ナガサキ」という言
葉が持つ広がり，大きさ，歴史的な背景を考える
契機となりました。被爆都市・長崎市とはいうも
のの，原爆の被害と言えば浦上地区の被害といわ
れ，確かに原爆の巨大な破壊力は浦上地区で発現
しました。でも，NAGASAKIというキーワードで
資料を集めていく中で，キリスト教の中心地の浦
上地区で落とされた原子爆弾，強大な破壊力によ
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り約 7 万人が亡くなった，という単純なイメージ
ではない様相も包含されていることを感じます。 
パーカー夫妻のように，長崎に住んでいた一人
ひとりに注目すると，一般的な原爆イメージでは
収まらない多様な状況の中での生活を知ることが
できます。原爆被爆による悲惨な状況，悲劇的な
経験を調査するなかで，それとは異なるものの資
料に残されている長崎の持つ様々な姿をお伝えす
るのも大事な仕事だと思っています。 
昭和期の浦上地区の変遷は，被爆に関する歴史
を調べる上で重要であるため，原爆資料館として
資料・知見の蓄積があります。爆心地である松山
町がどのような場所から発展してきたのか，原爆
が投下された状況，現在に至るまでの経過などは
理解が深まってきています。しかしながら，長崎
駅よりも南の地区は原爆の被害が爆心地付近に比
べると凄惨さが薄いため，調査における主要地点
ではないことから資料の残存状況が悪く，理解が
進んでいない状況にあります。地区の歴史として
伝えられている出来事と原爆関係で語られる歴史
がつながっていないこともあります。資料を調べ
るなかで従来知られていないことが明らかになる
と，改めて長崎という街自体が持っている歴史的
なコンテクストの複雑さを感じますし，だからこ
そ研究における魅力にもつながっていると思いま
す。 
